
女子短大生の食生活に関する研究（第2報）

一食欲，食物の嗜好と喫食頻度，調理ずみ食品の利用状況について－

山　岸　恵美子

はじめに

著者は第1報1）において，飽食時代に生活をし

ている本学の女子短大生（以下，短大生という）

の食生活指導を行うにあたっての基礎資料をうる

ことを目的に，日常使用されている100種類の食

品を選定して，各食品に対する一般的噂好債向を

把撞すると共に，食品の噂好が健康状態，出身地，

養育者　同胞数などによって異なるか否かを検討

した。

今回は引続き，短大生について，身心の健康状

態の－指標ともなる食欲の程度及び食品を調理し

て喫食可能な形態にした食物（ただし，食品でも

調理しないで喫食できるものもある）の一般的噂

好懐向と輿食頻度，調理ずみ食品（市販されてい

る食物）の利用状況などを調査し検討を加えたの

で，その概要を報告する。

調査方法

1　調査対象

昭和62年4月東学入学文学科（国語専攻・英語

専攻），家政学科（食物専攻・被服専攻），幼児教

育学科の学生175名（回収率80％）。18～20才の女

子学生。

2　調査時期

第1報と同様に専攻による教科の影響をさける

ため，本学入学当初に調査をした。すなわち，昭

和62年6月下旬である。

3　調査方法

食欲テストは，村松の食欲因子テストの方法2）

を採用した。この調査票は，食欲について10問の

回答が求められており，その回答から，計算によ

って表1のとおり　0～200の食欲指数を算出し，

食欲の程度を「良」「普通」「不良」の3段階に分

類している。

表1食欲指数の段階

食欲指数　l　段　　階

0′・一120

121′・）160

161′一一200

不　　良

普　　通

良

噂好調査などに用いた食物は，日常の食生活の

中から短大生が理解できると考えられるものを

100種類選定した。調査票は100種類の食物につい

て，噂好と契食頻度，調理ずみ食品と手づくり食

品の利用状況が記入できる一覧表を作成し，該当

する所に○印をつける回答方式にした。食物の嗜

好は5点法の嗜好尺度を用い，大好き5点，好き

4点，好きでも嫌いでもない（普通）3点，嫌い

2点，大嫌い1点とした。また，喫食頻度は4点

法の尺度を用い，よく食べる（1週間に1回位）

4点，時々食べる（1カ月に2回位）3点，まれ

に食べる（1カ月に1回以下）2点，食べない1

点とした。噂好と輿食頻度の尺度は比較検討する

にあたり，平均値を3．0，標準偏差を1．0とする5

段階尺度に標準化した。標準化は次式によった。

標準化した噂好度（喫食頻度）＝〔（個々の食物
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の噂好度（喫食頻度）－100種類の食物の嗜好度

（喫食頻度）の平均）÷100種病の食物？噂妊度（喫

食頻度）の標準偏差］＋3

調理ずみ食品の利用状況の検討は，つぎに該当

する食物を除外した。

（1）調理をしないで喫食できる食物（例．イソ

スタソトラーメソなど）

（2）大部分の家庭が市販の調理ずみ食品を利用

するもの（例．食はんなど）

（3）調理ずみ食品と手づくり食品との区別があ

いまいなもの（例．うなどんなど）

除外した食物は，インスタソトラーメソ・食ぽ

ん・うなどんの他に，カップラーメソ・ざるそば・

そうめん・肉まんじゅう・あんまんじゅう・あん

ぽん・ジャムぽん・クリームぽん・カレーぽん・

揚げぽん・冷やっこ・かじきのさしみで，以上15

種類を除く85種病の食物について利用状況を検討

した。

結果と考察

1　食欲について

図1は短大生175名の食欲指数の分布状況であ

る。食欲指数は0（ノ200の範囲で示されているが，

短大生の食欲指数を検討すると，181′）190が最も

多くて27．5％をしめ，ついで171～180が20．6％，

191～200が19．4％，161′、ノ170が14．3％，151′、ノ160

が6．9％，91～150が12．0％になっている。この指

数を表1により3段階に分叛して食欲の程度を判

定すると，蓑2のとおり「良」が最も多くて81．7

％をしめ，ついで「普通」14．9％，「不良」3．4％

になっている。食欲の普通以上の人が96．6％の高

率になっているのほ，殆どの学生が身心共に健全

な状態であることの－指標であり，充実した学生

生活を営む上には好ましい債向である。体調をく

ずきないよう食生活面から指導していきたい。

2　食物の噂好と輿食頻度

100種類の食物についての噂好度と喫食頻度を
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標準化して15区分に分弊し，各区分に該当する食

物を示せげ襲3のとおりである0
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図1食欲指数の分布

表2　短大生の食欲

長 儿���,｢�不　良 佗b�

実　　　　数 ��C2�26 澱�175 

比　率（％） ��塔��Cx�｢�（14．9） ���8�CH�｢�（100） 

表3　食物別の嗜好度と輿食頻度

ユ）嗜好度4．5以上輿食頻度3．5（4・5の食物
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3）嗜好度3．5（4．5，輿食頻度4．5以上の食物

4）嗜好度・喫食頻度ともに3．5（4．5の食物

5）督好度3．5′、ノ4．5，契食頻度2．5′、ノ3，5の食物

6）嗜好度3．5（4．5，喫食叛度1．5′、ノ2．5の食物

食　　　物 勗���ﾔH��7��况��姥�7��
貢　IS．D 剄v �8�H�dB�

1や　き　芋 �8�C迭�0．87 �(�C#��0．58 

2　肉まんじゅう �8�Cヲ�0．89 �(�CC��0．61 

3　か　つ　ど　ん �8�Cc��0．79 �(�CC��0．65 

7）嗜好度2．5ニー3．5，輿食頻度4．5以上の食物

8）嗜好度2．5′、ノ3．5，輿食頻度3．5（4．5の食物

食　　‾　物 勗���ﾔH��7��傅xｾ�W��^V��

要一S・D 剿B �8�DB�

1そ　う　め　ん �(�s唐�0．84 �8�Cモ�0．7白 

2　ハムユタ　グ �8�H��3��0．・78 滴�C�R�0．91 

3　ぎ　ょ　う　ざ �8�C#��0．74 �8�CS2�0．75 

4きゅうりの酢物 �(�Cヲ�0．99 �8�Csb�0．93 

5　野菜の天ぷら �(�Cモ�0．81 �8�Sc��0．85 

6　野沢菜潰 �8�C�r�1．02 �8�C�"�1．01 

9）嗜好度・輿食頻度ともに2．5′一3．5の食物

食　　　物－ 勗���ﾔH��ﾆ2�亳��姥�7��
妄‾卜S・D 剄XIs・D 

1ちくわの天ぷら �8�C#��0．82 �(�Cィ�0．83 

2　こ　ふ■き　芋 �8�C#��0，75 �(�Ccb�0．81 

3　7ーポ「豆腐 �8�C�R�0．90 �8�C���0．77 

4　しゅうまい �8�C���0．77 �(�C釘�0．64 

喜護緒諸君 ごま和え �(�C唐�0．9与 �8�C#��0．82 
！2．96 ���C湯�3．44 ���Cヲ�

7さんまの塩やき �(�Cモ�0．92 �8�C3r�0．84 

8　豚　か　つ 價��Cッ�0．96 �(�Csr�0．74 

9白身魚のフライ �(�Cs"�0．94 �(�Cモ�0．75 

10．いかのきしみ �(�Cc��1．13 �(�CSB�0．83 

11あじの塩やき �(�CSR�0．87　■ �(�Cヲ�0．81 

12けんもん汁 �8�C3B�0．92 �(�C�2�0．73 

・13豚　　　　汁 �8�C3��ユ．03 �(�Cコ�0．79 

14コソソメスープ �(�C唐�0．83 �(�Cッ�0．83 

10）嗜好度2．5′、ノ3．5，喫食頻度1．5′一2．5の食物

食　　鱒 勗���ﾔH��)7��况��姥�7��
夏 �8�DB� Ⅹ �8�DB�

1お　ぞ　う　に �8�C#"�ユ．00 �(�C���0．49 

2　お　し　る　こ �8�G�ﾂ�1・q8 �8h�Cッ�0．47 

3　お　は　ぎ �(�3澱�ユ．06 �(�C�C��0．53 

4　カッパずし �(�C�2�0．84 �(�CC��0．61 

5　天ぷらうどん �(�Csr�0．87 �(�C#��0．57 
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ユ1）嗜好度1．5′、ノ2．5，輿食頻度3．5ル4．5の食物

食　　　物 勗���ﾔH��7��亳��姥�7��
烹　ts・D 剴､ �8�H�В�

1梅　　　　漬 �(�C3b�1．12 �8�C���1．03 

2　ゆ　で　卵 �(�C32�0．86 �8�C�2�0．83 

12）嗜好虔1．5（伐．5，契食頻度2．5′、ノ3．5の食物

食　　　　物 �������6ﾒ�ｦ���ﾔH��V��亳��姥�7��

烹　巨・D 剿B �8�DB�

1おにぎり （うめ） �(�CC��1．03 �8�CC��0．91 

2　卵　豆　腐 �(�CC2�1．10 �(�CSB�0．77 

3　粕　　　　漬 ���Cc2�1．ユ3 �(��ィ�0．99 

13）嗜好度・輿食頻度ともに1．5′、ノ2．5の食物

食　　　物 勗靫NV��d$�8�TB��ﾉ�姥�7��
衰1S・D 

1ざ　る　そ　ば �(�C#��0．97 �(�C3b�‘0．69 

2　天ぷらそば �(�H8cR�0．96 �(�C���0．58 

3赤　　　飯 �(�C�R�0．88 �(�C���0．49 

4イソスタニ／ト 　ラーメソ �8h�Cc��0．80 �(�CC"�0．80 

5あんまんじゅう �(�C#��ユ．11 ���C途�0．66 

6　クリームパソ �(�C�r�0．91 �(�C#B�0．72 

7　あ　ん　ぽん ���C���1．01 �(�C�b�0．76 

8　揚げは　ん �8h�Cs"�0．98 �8h�Cc��0．72 

9　カ　レーはん �8h�CcB�0．94 ���Csb�0．72 

10八　宝　菜 �(�CC2�－0．92 �(�C�B�0．70 

11さばの味噌煮 �(�C���ユ．05 ��C(�C3r�0．85 

12と　ろ　ろ　汁 �(�C�r�1．01 �(�CCR�0．82 

13大豆の五目煮 ���3澱�0．92 �8h�C湯�0．67 

14筑　煎．煮 �8h�C��B�0．73 ���C�2�0・甲 

15かじきのさしみ ���Cs2�1．14 �(�C�B�0．81 

14）嗜好虔1．5未満，喫食頻度1．5（召，5の食物

食　　　物 勗���ﾔH��V��亳��姥�7��
烹 �8�DB�・更 �8�H�dB�

ユ　ジャムぽん ���C3��0．86 ���Csr�0．70 

2カップラーメソ �8h�C�r�0．86 �(�C�R�0．76 

40

ユ5）嗜好慶・輿食頻度ともに1．5未満の食物

1）嗜好度4．5以上　喫食頻度3．5～4．5の食物

（噂好度が最も高く，輿食頻度はやや高い区分

の食物）

コーソスープとシチューの2種類のみである。

これらの洋風の食物は，食はん・卵やき・野菜い

ためなどの喫食頻度が最高区分の食物（後述）と

組合せて，日本人の日常の食生活車に抵抗なく定

着していることが示唆される。なお，この区分中

には，期待していた主食と主菜（何れも一般的呼

称）が該当していない。

2）噂好度4．5以上仁喫食頻度2．5～3．5の食物

（嗜好度が最も高く，喫食頻度は普通である区

分の食物）

炊きこみ御飯と茶碗むしの2種類が該当してい

る。炊きこみ御飯は短大生に好まれている食物で

あるが，材料の調理（切断など）に時間がかかる

ことなどから，噂貯炭に比較すると喫食頻度は低

い。しかし，喫食頻度の個人差は他の食物よりも

少ない（標準偏差が小さい）ので，万人向きの食

物になっているようである。茶碗むしは客料理と

してのイメージが強く，また，調理の操作も技術

を要する上主菜としては扱われにくいことが契

食頻度に影響していると考える。

3）噂好度3．5～4．5，喫食頻度4．5以上の食物

（噂好度がやや高く，契食頻度は最も高い区分

の食物）

カレーライス・ドレッシソグサラダ・みそ汁・

たくわん演の4種類である。カレーライスとドレ

ッシソグサラダは，日本人の伝統的な日常食であ



女子短大生の食生活に関する研究（第2報）

るみそ汁と同程度に位置づけちれていることが認

められる。

4）嗜好度・輿食頻度ともに3．5′、ノ4．5の食物

（噂好虔・喫食頻度ともにやや高い区分の食物）

この区分に属する食物は14種類で多く，しかも

その約半数は主食であり，その内容は，チャーハ

ソ・おにぎり（さけ）などの御飯軌　中華そば・

冷し中華・焼そばなどの中華麺類，サソドウィッ

チ・スパゲッティナポリタソなどの洋食が該当し

ている。副食では，ハソバーグ・とりのからあげ・

コロッケ・オムレツ・ポテトサラダなどの洋風の

食物が多い。また，肉じゃが・すまし汁などの和

風の食物もあるが種類は少なく，その上，魚を主

体とした食物のないのが注目される。若者の魚ば

なれを示唆している。欧風化された食生活が成人

病などの誘因となるといわれていることから，

米・魚・野菜を主体とした日本型食生活が見直さ

れてきている現在，若者に対する食教育の推進と

噂好に合った魚料理の開発・普及が望まれる。

5）嗜好度3．5～4．5，喫食頻度2．5”3．5の食物

（嗜好度がやや高く，喫食頻度は普通である区

分の食物）

10種類あるが，このうち7種類は主食と間食

（または補食）である。にぎりずし・いなりずし

などのすし類や親子井，オムライスなどの卵を主

体とした御飯物，お好みやき・ピザ／くイ・マカロ

ニグラタソなど，何れも単品で喫食できる食物が

該当している。その他，おでん・すきやき・大学

芋などの和風の副菜もあるが少ない。なお，にぎ

りずしにおいては噂好の個人差が大きい。

6）噂好度3．5′－4．5，輿食頻度1．5′）2．5の食物

（嗜好度がやや高く，輿食頻度はやや低い区分

の食物）

やき芋・肉まんじゅう・かつどんの3種塀であ

る。何れも若者の好きな食物になっているので喫

食頻度は高いと推察したが，実際には低くなって

いた。しかし，やき芋の場合の輿食頻度は調査時

期に関係があり，安価な収穫期には今回よりも高

まるのではないかと予想する。

7）噂好度2．5－3．5，喫食頻度4．5以上の食物

（噂好度が普通で，喫食頻度は最も高い区分の

食物）

該当する食物は5種類で，前述の食ぽん・卵や

き・野菜いための他に，冷やっこ・ほうれん草の

お渡しなどがある。何れも調理の簡単なものか調

理をしないで喫食できる食物で，時間をかけない

食生活の一面がうかがえる。

8）嗜好虔2．5～3．5，喫食頻度3．5～4．5の食物

（嗜好度が普通で，喫食頻度はやや高い区分の

食物）

そうめん・ハムエッグ・ぎょうざ・きゅうりの

酢の物・野菜のてんぷら・野沢菜溝など種々の食

物が該当している。きゅうりの酢の物と野沢菜溝

は，嗜好と喫食頻度の個人差が大きい。各家庭に

おける食習慣や食教育（減塩など）の差によるの

ではないかと考える。

9）噂好度・輿食頻度ともに2．5～3．5の食物

（嗜好度・契食頻度ともに普通である区分の食

物）

該当する食物は14種類で多いが，主食の形態の

食物がない。副食では肉・魚などの動物性食品を

材料として調理した食物が比較的多い。すなわち，

ちくわの天ぷら・しゅうまい・豚かつ・白身魚の

フライ・いかのきしみ・さんまやあじの焼魚・マ

ーポー豆腐などの食物がある。また，こふき芋・

ひじきの煮物・ほうれん草のごま和えなどの副食

や，けんちん汁・豚汁・コソソメスープなどの汁

物も敦当している。豚かつの喫食頻度がかつ井よ

りも高いのは，米飯にもぽん食にも適した主菜で

あり，また，種々の野菜類と鼠合せることによっ

て，盛付けが豪華で栄養の／ミラソスのとれた副食

になるからであろう。しかし，豚かつは，いかの

きしみ・ほうれん草のごま和え・豚汁などと共に，

嗜好の個人差が大きい食物である。

10）噂好皮2．5～3．5，喫食頻度1．5～2．5の食物

（噂好度が普通で，喫食頻度はやや低い区分の
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食物）

該当する食物はユ2種塀である。おぞうに・おし

るこ・おはぎなどの行事食（または晴れ食）や，

天ぷらうどん・肉うどん・わんたんなどの麺叛，

カッパずし・ホットドックなどの主食に相当する

食物が該当している。行事食（または晴れ食）の

喫食頻度が低いのは当然のことと理解されるが，

あんたん・ホットドックは若者が好む食物である

と推察したが噂好度は普通であり，輿食頻度はや

や低かった。ビフテキは噂好の他に高価であるこ

とが喫食頻度を低下させていると考える。なお，

この区分には，酢豚・よせ鍋・ポテトスープが含

まれている。ポテトスープは今回選定した洋風の

スープ中では喫食頻度が最も低い。

11）噂好度1．5～2．5，喫食頻度3．5－4．5の食物

（噂好度がやや低く，喫食頻度はやや高い区分

の食物）

梅漬とゆで卵の2種類である。何れも調理の簡

単なもの，または，調理しないで喫食できる食物

である。

12）噂好度1．5～2．5，輿食頻度2．5～3．5の食物

（嗜好度がやや低く，喫食頻度は普通である区

分の食物）

おにぎり（うめ）・卵豆腐・粕漬の3種類であ

る。卵豆腐は調理ずみ食品の利用率が高い（後述）

ので，この区分の食物も簡単な調理か，そのまま

で喫食できるものである。

13）噂好度・輿食頻度ともに1．5～2．5の食物

（嗜好度・輿食頻度とも．にやや低い区分の食物）

該当する食物は15種頻で多い。イソスタソトラ

ーメソがこの区分なのは，飽食時代におけるグル

メ志向が経済的に多くの制約を受けている短大生

の間にも浸透してきていることを示唆している。

味覚を訓練向上させ，より美味しい料理づくりを

めざすためには好ましい債向であるが，美食が必

ずしも栄養のバランスと一致しないことも考慮す

る必要がある。その他，赤飯や日本そば煩，菓子

ぽん摂，あん入りまんじゅうも好まれていない。
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菓子ぽんやあん入りまんじゅうが好まれないのは，

噂好面もあるが，肥満を恐れる若者の態度も影響

しているのではなかろうか。

一方，副食では，八宝菜・さばの味噌煮tとろ

ろ汁・大豆の五目煮・筑前煮・かじきのさしみな

ど，主として和食が該当し，食生活の変化がみら

れる。なお，この区分には噂好の個人差の大きい

食物が多い。

14）噂好度1．5未満，輿食頻度1．5～2．5の食物

（噂好度が最も低く，輿食頻度はやや低い区分

の食物）

カップラーメソ（広義のイソスタソトラーメソ

であるが，本稿では形態上区別した）・ジャムぽ

ん・かきフライ・こぶまき・朝鮮湊の5種額であ

る。カップラーメソが好まれなくなってきている

のは，イソスタソトラーメソと同様の理由であろ

う。かきは前報の食品嗜好調査でも嗜好度が低い

食品であったので，かきフライは，かきそのもり

の属性が鞋われていると考える。朝鮮溝は輿食後

のにんにく臭が口臭として残るからではなかろう

か。

15）噂好度・喫食頻度ともに1．5未満の食物

（嗜好度・喫食頻度ともに最も低い区分の食物）

うなどん・レバー料理・フライピーソズの3種

類である。うなぎ・レバーは前報でも噂好度が低

く，特にレバーの嗜好は100種類の食品中最低で

あった。うなぎとレバーが嫌われるのは，これら

の食品の属性によるものであると考える。フライ

ピーソズは，本学の給食では喫食者の学生に大変

好まれている食物なので，最低区分に属している

のは理解しがたい。

16）該当する食物がない区分

（1）噂好虔・喫食頻度とも4．5以上。

（2）嗜好度が4．5以上で，喫食頻度は1．5′一2．5

（3）嗜好度が4，5以上で，喫食頻度は1．5以下

（4）噂好度が3．5～4．5で，喫食頻度は1．5以下

（5）嗜好度が2，5～3．5で，喫食頻度は1．5以下

（6）嗜好度が1．5～2．5で，喫食頻度は4．5以上
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（7）噂好度が1．5－2．5で，輿食頻度は1．5以下

（8）噂好度が1．5以下で，喫食頻度は4．5以上

（9）噂好度が1．5以下で，喫食頻度は3．5～4．5

冊　噂好度が1．5以下で，喫食頻度は2．5～3．5

つぎに，100種塀の食物について，噂好度と輿

食頻度との間に相閑々係があるか否かを検討した。

結果は図2のとおり，r（相関係数）＝0．61（回

帰直線Y＝0．61Ⅹ＋1．18）で，嗜好度と喫食頻度

との間には有意な正の相関（P＜0．01）が認めら

れた。なお，噂好度を基準にした喫食頻度の回帰

直線で明らかなように，喫食頻度のバラツキは噂

好度の低い方では小さく，嘩好度が高くなるに従

って大きくなっている。このことは，全般的にみ

ると，嫌いな食物は好条件（安価など）であって

も喫食することは少ないが，好きな食物は食べた

いという意欲から，好条件の場合は勿論のこと，

悪条件であっても喫食していることを示唆してい

る。幼少時から多種類の味に馴らさせ，偏食のな

いように育てることの重要性を再認識した。

図2　食物の嗜好と喫食頻度の相関

3　調理ずみ食品の利用状況

日常の食生活において調理ずみ食品をどの程度

利用しているかは，食事づくりの担当者の社会的

背景，食習慣，食に対する考え方，家庭の経済事

情などによって異なる。短大生の食事づくりは，

短大生自ら担当している場合（自炊など）と，母

親または祖母などが担当している場合とがある。

本調査では，祖母などが担当している場合は非常

に少ないので，短大生と母親（ただし，親子関係

はない）について比較検討しながら実態把握を行

った。蓑4は85種類の食物（前述）についての調理

ずみ食品の利用率を示した。

1）調理ずみ食品の利用率が10％未満の食物

食事づくりが短大生の場合38種類，母親の場合

45種棟で，両者とも85種塀の食物中では10％未満

の区分に該当する食物が最も多い。ただし，この

場合，該当する食物数は母親の方が7種棋多いが，

36種炉の食物は短大生と母親とが一致しており，

食物の選択行動の類似性が認められる。

同一種炉の食物は，主食では親子井・カレーラ

イス・赤飯・炊きこみ御飯・おにぎり（うめ）・

チャーハソ・おはぎなどの単品の御飯物と，おし

るこ・おぞうになどの餅塀である。また，副食で

は肉・魚・野菜などを材料として調理した種々の

食物や，みそ汁・すまし汁・けんちん汁・豚汁な

どの和風の汁物が同一種類である。野沢菜潰・粕

漬・梅漬などの漬物煩は母親のみこの区分で，漬

物頻は母親の方が手づくり品を多く食卓に出して

いることがわかる。

2）調理ずみ食品の利用率が10～20％の食物

食事づくりが短大生の場合16種類，母親の場合

14種顕である。短大生と母親とは7種類の食物が

一致し，同一な種類の食物の比率は前区分よりも

少ない。かつどん・肉どんなどの井物と，さんま

やあじの塩やき，豚かつ・レバー料理・大学芋な

どが一致している。異なる食物としては，短大生

の方にはオムライス・おにぎり（さけ）などの御

飯物や，ちくわの天ぷら，八宝菜・大豆の五目煮・
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表4　調理ずみの食品の利用状況

利用率（％）i　　　食事担当短大生（N＝54）　1　食事担当母親（N＝75）

親子どんぶり・カレーライス・赤飯・炊きこみ御飯・

おにぎり（うめ）・おはぎ・おぞうに・おしるこ・チ

ャーハソ・スパゲッティナポリタソ・酢豚・とりの

からあげ・さばの味噂煮・オムレツ・ハムエッグ・

ゆで卵・卵やき・茶碗むし・おでん・筑煎煮・すき

やき・寄せ鍋・ポテトサラダ・ドレッシソグサラダ・

こふき芋・とろろ汁・肉じゃが・ひじきの煮物・野

菜の天ぷら・野菜いため・ほうれん草のお浸し・ほ

うれん草のごま和え・きゅうりの酢の物・シチュー

みそ汁・すまし汁・けんちん汁・豚汁　（38種煩）

親子どんぶり・オムライス・カレーライス・赤飯・

炊きこみ御飯・おにぎり（さけ）・おにぎり（う

め）・おぞうに・おしるこ・おはぎ・チャーハソ・

酢豚・とりのからあげ・ちくわの天ぷら・三二卓

二塁贋・各室墓・オムレツ・ハムエッグ・ゆで卵・

卵やき・茶碗むし・おでん・筑煎煮・すきやき・

寄せ鍋・ポテトサラダ・ドレッシソグサラダ・こ

ふき芋・とろろ汁・肉じゃが・ひじきの煮物・野

菜の天ぷら・野菜いため・ほうれん草のお渡し・

ほうれん草のごま和え・きゅうりの酢の物・左亘

の五目煮・シチュー・みそ汁・すまし汁・けんち

ん汁・豚汁・野沢菜凍・塾墜・襲撃　（45種類）

かつどん・オムライス・おにぎり（さけ）・肉どん・

豚かつ・レバー料理・ちくわの玉基旦・さんまの塩

やき・あじの塩やき・△宣墓・大学芋・大豆の五目

煮・フライピーソズ・ポテトスープ・コソソメスー

プ・梅凍　　　　　　　　　　　　　　（16種妖）

かつどん・肉どん・天ぷらうどん・天ぷらそば

スパゲッティナポリタ」∠・豚かつ・ハソバーク

レバー料理・さんまの塩やき・あじの塩やき

さばの味噌煮・大学芋・こぶまき・たくわん凍

（14億煩）

いなりずし・天ぷらうどん・天ぷらそば・お好みや

き・ハンバーグ・かきフライ・マーポー豆腐・やき

芋　　　　　　　　　　　　　　　　　（8種摂）

中華そば・やきそば・冷し中華・マカロニグラタソ・

サソドウィ＿ヱ宣・ビフテキ・コロッケ・こぶまき・

コーソスープ・野沢菜潰・たくわん潰・逝堕

（12種類）

いなりずし・やきそば・冷し中華・やき芋・三三

イピーソズ・ポテトスープ　　　　　（6種塀）

中華そば・ぎょうざ・お好みやき・マカロニグラ

タソ・コロッケ・かきフライ・旦身昼型三三4・

コソソメスープ・コーソスープ　　　（9種類）

にぎりずし・カッパずし・ぎょうざ・わんたん・

白身魚のフライ　　　　　　　　　　（5種塀）

にぎりずし・カッパずし・あんたん・サソドウィ

ッチ・ビフテキ・朝鮮潰　　　　　（6種類）

50－601塾墜堕　　　　　　　　　　　　（1種類）

60′、ノ70lホットドック　　　　　　　　　　　　（1種類）

しゅうまい・ピザパイ・いかのさし垂・卵豆腐

（4種額）

しゅうまい・ピザパイ・ホットドック（3種類）

lいかのきしみ　　　　　（1種類）

注：下線は短大生と母親とで利用率が異なる区分の食物である。

フライピーソズ・梅漬などの副菜，ポテトスープ

コソソメスープなどの汁物がある。－一方，母親の

方には，天ぷらうどん・天ぷらそば・スパゲッテ

ィナポリタソなどの麺叛やハソバーグ・さばの味

噌煮・こぶまき・たくあん演など種々な副菜があ

り，一定の傾向はみられない。

3）調理ずみ食品の利用率が20～30％の食物
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食事づくりが短大生の場合8種叛，母親の場合

6種類で少なく，また，両者同一種叛の食物は，

いなりずしとやき芋のみである。異なる食物とし

ては，短大生の方には天ぷらうどん・天ぷらそば

などの和風の麺類やお好みやき・ハソバーグ・か

きフライ・マーボー豆腐などであり，母親の方に

は，やきそば・冷し中華などの中華麺類及び7ラ
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イピーソズ・ポテトスープなどがある。

4）調理ずみ食品の利用率が30′、ノ40％の食物

食事づくりが短大生の場合12種類，母親の場合

9種病で，中華そば・マカロニグラタソ・コロッ

ケ・コーソスープの4種類が両者同一食物である。

やきそば・冷し中華などの中華麺類は短大生の方

に利用率は高いが，サソドウィッチは逆濫母親の

方がつぎの40′）50％区分に該当し，市販品を多く

利用している。なお，短大生ではビフテキ・こぶ

まきなどの副菜や野沢菜潰・たくわん潰・粕漬な

どの漬物もこの区分にある。一方母親では，ぎょ

うざ・お好みやきなど若者向きの食物や白身魚の

フライ・かきのフライ・コソソメスープなど洋風

の食物が該当している。

5）調理ずみ食品の利用率が40～50％の食物

食事づくりが短大生の場合5種類，母親の場合

6種類で，両者ほぼ同数を示す。にぎりずし・カ

ッパずし・わんたんが短大生と母親とが同一種類

の食物である。ただしカッパずしは，家庭でも手

軽にできる食物であると推察したが，短大生・母

親ともにすぐに喫食できる市販の調理ずみ食品を

利用しており，調理の手ぬきが現われている。そ

の他，短大生の方には，ぎょうざ・白身魚のフラ

イなど，母親が前区分に該当している食物があり，

また母親には，サソドウィッチ・ビフテキなど短

大生が前区分に該当している食物や朝鮮演などが

ある。

6）調理ずみ食品の利用率が50％以上の食物

食事づくりが短大生の場合6種類，母親の場合

5種類で，利用率50％以上に該当する食物は両者

とも少ない。卵どうふ・ホットドック・しゅうま

い・ピザパイ・いかのさしみなどが短大生と母親

とで一致し，何れも利用率50％以上の区分に属し

ているが，これを更に10％ごとの区分で検討する

と，ホットドック・しゅうまい・ピザパイ・いか

のさしみの4種塀は母親の方が80％以上の利用率

を示し，短大生との間に差が認められる。朝鮮溝

は短大生がこの区分で，母親と共に今回選定した

図3　調理ずみ食品の利用状況の相関

漬物車では調理ずみの利用率が最も高い。

つぎに，85種塀の食物の調理ずみ食品の利用率

が，短大生と母親との間で相閑々係があるか香か

を検討すると，図3のとおり，r＝0．93（Y＝1．01

Ⅹ－1．66）で，非常に高い相関（P＜0．01）のあ

ることが認められた。

以上のことから，調理ずみ食品の利用率は，10

％未満の低い区分の食物では，短大生と母親との

間に額似性がみられたが，利用率10％以上の食物

では該当する食物の種類に異なるものがあり，世

代間の格差が認められた。しかし，85種類の食物

の利用率の傾向は，短大生と母親との間に正の強

相関が認められるので，短大生の食物選択行動は

親の世代の影響が大きいことを示唆している。

外食産業のめざましい発展にともない，調理ず

み食品が数多く市場に出廻るようになったが，食

生活の簡便さが手ぬき料理を助長することになら

ないように努めることが大切である。長寿国日本

において，食生活の担い手となる重要な立場の若

い世代の短大生が，社会的背景などによる食環境

の変化に，いかに対処し，健康を維持増進してい

くか，今後の大きな課題である。
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要　約

長野県短期大学の学生175名を対象として，食

欲の程度及び100種板の食物についての噂好と喫

食頻度，市販の調理ずみ食品の利用状況などを調

査し検討を加えたところ，つぎの結果をえた。

（1）食欲は97％の人が普通以上で，身心の健全

さが察知される。

（2）主食は和食よりも中華麺炉や洋食の方が嗜

好虔及び喫食頻度が高い。また，副食も和食より

ほ洋食が好まれている。

（3）魚を主体とした食物は噂好度・喫食頻度と

もに普通かそれ以下で，若者の魚はなれを示唆し

ている。

（4）汁物は洋風のコーソスープが嗜好度・喫食

頻度ともに最も高いが，和風のみそ汁・すまし汁

も受容が大きい。

（5）菓子ぽん叛・あん入りまんじゅうは，噂好

度・喫食頻度ともにやや低く，肥満を恐れる著者

の態度がうかがえる。

（6）イソスタソトラーメソ炉は噂好度・輿食頻

度ともに普通以下で，飽食時代におけるグルメ志

向が現われている。

（7）調理の簡単な食物または調理しないで喫食

できる食物は，噂好皮が低くても輿食頻度は高い○

（8）食物の嗜好と喫食頻度との間には正の相関

関係があり，全般的にみると，好きな食物はよく

食べている候向がある。

（9）各食物の調理ずみを利用する比率は，食事

づくりが短大生の場合も母親の場合（親子関係性

ない）も10％未満が最も多く，しかも，10％未満

に該当する食物の種額は，両者間で著しく一致し
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ている。

個　漬物は母親の方が手づくり晶を使用してい

る。

皿　朝鮮漬・ホットドック・しゅうまい・ピザ

ノミイ・いかのきしみ・卵豆腐などの食物は，短大

生・母親ともに調理ずみ食品の利用率が高い。

㈹　85種類の食物の調理ずみ食品の利用懐向は，

短大生と母親との間に正の強相関があり，短大生

の食物選択行動は母親の世代の影響が大きいこと

が示唆される。

おありに，調査にご協力下さった短大生の方々

並びに，アソケート用紙作成にご協力下さった本

学家政専攻（胤　呼称）卒業生神林栄子氏，その

収集にご協力下さった本学保健婦成田ハクイ氏に

厚くお礼申し上げます。

なお，本報の要旨は，第10回（1987年）長野県

栄養改善学会で発表した。
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